別紙第4号様式（第3条関係）
承      諾      書

  〇〇〇〇〇〇〇〇氏提出の博士論文中，私と共著(共同研究)の下記文献の内容を，〇〇〇〇〇〇〇〇氏の博士論文とすることを承諾いたします。

記

１   「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」〇〇〇雑誌〇〇巻（〇〇号）

                  （〇〇ページ～〇〇ページ）

２

令和   年   月   日
         　　 　　    　　　　　 共著(共同研究)者
                      　　　　　　  所属
         　　　　     　　　　　　  氏    名     　                    印
※複数の共同研究者に代わり，代表者が署名をする場合の理由
　
参考：博士論文は，原則佐賀大学機関リポジトリにより公表され，佐賀大学附属図書館及び国立国会図書館において利用に供される。
博士論文等提出時に添付する論文共著者の承諾書に関する申合せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１月１５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工学系研究科教授会
「佐賀大学大学院工学系研究科（博士後期課程）における課程修了による学位の授与に関する取扱要項」（以下「課程修了による取扱要項」という。）及び「佐賀大学大学院工学系研究科（博士後期課程）における論文提出による学位の授与に関する取扱要項」（以下「論文提出による取扱要項」という。）において，博士論文等提出時に添付する「論文共著者の承諾書」（以下「承諾書」という。）については，次のとおり取り扱うものとする。
１　承諾書を提出すべき共著者は，主たる参考論文の共著者及び博士論文中に研究内容が含まれる共同研究者とする。ここでいう主たる参考論文とは，提出する博士論文の構成の基礎となる論文のことをいう。
２　原則として，承諾書は共著者全員から，課程修了による取扱要項第２条(論文提出者の場合は、論文提出による取扱要項第３条)に定める様式を提出するものとする。
３　承諾書は，日本文と英文のいずれを使用してもよいものとする。英文を使用する場合には，別紙１の様式を使用すること。
４　共著者が遠方に居住している場合等，やむを得ない場合については，ＦＡＸまたは電子メールに添付のＰＤＦファイル形式で送信された承諾書を提出することができるものとする。
５　前項の場合で，電子メールでＰＤＦファイルを送信することが困難な時は，所定の様式と同様の文面を記入した電子メールを印刷したもので代えることができることとする。ただし，その際は，送信日，送信者名，宛先等の情報が分かるようになっていること。
６　共著者が指導教員の場合は，承諾書は不要とする。
７　複数の共著者全員が承諾書を提出することが困難な場合は，承諾書に理由を附して，代表者が署名することができるものとする。
(別紙１)
	
	課程博士・別紙第３号様式(第２条関係)

	
	論文博士・別紙第４号様式(第３条関係)


↑事務処理欄のため、記入不要/No need to fill out
Letter of Consent

I hereby give my consent for Mr./Ms. ○○○○ to use the following research paper(s), written in collaboration with me, for his/her doctoral dissertation.

1「(Title of book/paper)」Name of Journal  Vol./No.

     （〇〇Page～〇〇Page）

2
          Year   Month   Day

         　　 　　  　　　　    　　 

Coauthor/Coworker
Affiliation:
         　　　　      　　　　Name:    　                 

The reason why the representative to sign instead of all of Coauthors/Coworkers
　
Note: Doctoral thesis will be made public on Saga University Institutional Repository System, and will be viewed in the Saga University Library and National Diet Library.
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